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伊藤
1 

148 3.1.4 注釈 1 te 「工学的システムは…モデルを開発する…」とあ

るが、開発した結果としてのモデルを実行するの

が AI システムであって、AI システムがモデルを

開発するわけではないのではないか。 

注釈 1 を下記のように修正する。 

工学的システムは，作業（3.1.35）の実施に使用

可能であるデータ，知識（3.1.21），プロセスな

どを表すモデル（3.1.23）を開発するための，人

工知能（3.1.3）に関連する様々な技法及びアプロ

ーチを使用することが可能である。 

修正なしとします。理由は

次のとおりです。 

ご指摘の内容は，[to 
develop a model]で示され

る節を artificial intelligence 
(3.1.3)を修飾する従属節と

してとらえてのコメントで

す。確かに、目的を示す従

属節と解釈すると、頂いた

訳になります。 

しかし、委員会では、これ

を、時系列を示す並列節と

解釈しました。 

なお、model のあとの to 
は、従属節と捉えました。 

このため、原案が正しいと

理解しております。 

石井
1 

154 

204 

732 

1083 

1605 

1606 

1607 

169 

  ge 「オーバーサイト」を「監視」のような日本語と

せず、片仮名とする理由は何か？ 
 現状、oversight は

supervision（監督）に対し

て、業務全体など規模が大

きなものを対象としてお

り、適切な日本語がありま

せん。このため、この規格

では“オーバーサイト”と

しました。 

将来、日本語として適切な

用語を充てる必要があると

の認識で委員会は一致して

います。 

なお、以上の内容は解説に

記載します。 
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伊藤
2 

190 3.1.13 定義 te 「…を蓄積し，組み合わせ，カプセル化する AI 
システム」とあるが、蓄積・組合せ・カプセル化

は手段であって、システムの定義としては不適切

ではないか。 

定義を下記のように修正する。 

特定の領域における人間の専門家から提供された

知識（3.1.21）を蓄積し，組み合わせ，カプセル

化することにより，問題の解決策を推論する

（infer）AI システム 

目的を「問題の解決策を推

論するために」と示し、そ

の手段として「特定の領域

における人間の専門家から

提供された知識を蓄積し，

組み合わせ，カプセル化す

る」と表現しており，ご指

摘は必ずしも当たらないと

思います。 

しかし、コメントを頂いた

事実を重く受け止め、誤解

を生む可能性は否定できな

いと考えますので，次のよ

うに修正します。 

「特定の領域における人間

の専門家から提供された知

識（3.1.21）を蓄積し，組

み合わせ，カプセル化する

ことによって，問題の解決

策を推論する（infer）AI シ
ステム」（「より」を「よ

って」に変更したほかは、

修正案どおりです）。 

伊藤
3 

194 3.1.14 定義 ed 定義が「タイプ」で終わっているが、「定義は、

文脈上、用語に置換できる形式で記述されなけれ

ばならない」という Directives の指示に適合しな

いのではないか。 

定義を下記のように修正する。 

広範な作業（3.1.35）に，満足のいくレベルの性
能で対応する タイプの AI システム（3.1.4） 

修正なしとします。理由は

次のとおりです。 

まず、Directives の指示に

適合していないというご指

摘ですが、AGI も type も
noun で文法的には入れ替

え可能です。かつ、type of 
(something) は、something 
の一つという意味で、AI シ
ステムの一つを指すため、
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意味的にも入れ替え可能に

思えます。 

更に、ご提案の訳は、対応

国際規格とは異なる訳にな

っています。「対応する AI
システムのタイプ」という

訳は、ある性質の種類があ

り、その性質を持つ AI シ
ステムを指しますが、対応

国際規格は，ある性質を AI
システムがもっており，そ

の一つという記載になって

います。 

以上から，ご指摘の修正は

不要と考えます。 

伊藤
4 

196 3.1.14 注釈 2 te 「AGI は、…システムを意味している。」とある

が、この文だと AGI は常に人間が実行可能であ

る全ての作業も実行可能なように読めてしまうの

ではないか。 

注釈 2 に下記のように「その場合，」と限定を入

れる。 

AGI は，より強い意味で使用されることが多く，

その場合，多種多様な作業を実行可能であるだけ

でなく，人間が実行可能である全ての作業も実行

可能であるシステムを意味する。 

修正なしとします。理由は

次のとおりです。 

AGI は、常に人間が実行可

能な全ての作業を実行可能

とすることを意図した用語

であり、そのように定義さ

れている「強い AI」です。

「その場合」を挿入して意

味を弱めることは、この対

応国際規格の意図に沿いま

せん。 

以上から，修正は不要と考

えます。 

伊藤
5 

247 3.1.24 定義 ed 定義が「タイプ」で終わっているが、「定義は、

文脈上、用語に置換できる形式で記述されなけれ

ばならない」という Directives の指示に適合しな

いのではないか。 

定義を下記のように修正する。 修正なしとします。 

これも、3.1.14 と同様に、

Directives 違反とは考えら

れません。文法的には
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特定の問題に対応するために定義された作業

（3.1.35）に焦点を当てるタイプの AI システム

（3.1.4） 

noun であり、かつ、置換

して意味的にも通じると思

います。頂いた修正案で

は、3.1.14 と同様に、意味

が変わってしまします． 

したがって，修正は不要と

考えます． 

伊藤
6 

320 3.2.2 定義 te 原文では「process in which data is examined 
…」だが訳文に「データ」という言葉が入ってお

らず、適切な翻訳になっていないのではないか。 

定義を下記のように修正する。 

AI システム（3.1.4）の有用性に影響を与える完

全性，バイアス，及び他の要因についてデータを

調べる処理 

ご指摘のとおり「データ」

が抜けていました。 

また、which affects its 
usefulness for an AI system 
の its の参照先の解釈とし

て、its が単数であることか

ら、文法的には、先行する

data を指すと解釈するのが

自然と考えます。「AI シス

テムの有用性」は誤訳かと

思います。 

そこで、次のとおりに修正

します。 

「AI システムに対するデー

タの有用性に影響を与える

完全性，バイアス，その他

の要因についてデータを調

べる処理」 

伊藤
7 

328 3.2.4 注釈 1 ed 原文の will は、こうなってほしいという願望が込

められていると読み取れるが、訳文には表現され

ていないのではないか。 

注釈 1 を下記のように修正する。 

データサンプルの部分集合がより大きなデータセ

ット（3.2.5）を代表することが理想的である。 

ご指摘を受けて次のように

修正します。 

「理想的には，データサン

プルのサブセットは，より

大きなデータセット
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（3.2.5）を代表するもので

ある。」 

石井
2 

732 

733 

5 AI 概念

/5.1 一般 
 te AI の特徴のひとつとして“オーバーサイト”が

挙げられているが、特徴なのか？ 

説明文から何が特徴なのか分かり難い。 

・様々なレベルで人による監視を必要とするまた
は利用可能である、という意味か？ 

・AI システムが外界を監視する機能を有する、と
いう意味か？ 

・監視した結果を入力として利用可能である、と

いう意味か？ 

ここで AI の特徴として挙
げているのは、AI が様々な
レベルで人的オーバーサイ
ト及び制御を受けながら，
運用することが可能である
ということです。 

説明文が分かりにくいの
で、次のように修正します 

「AI は，アプリケーション

に応じて，様々なレベルで

人的オーバーサイト及び制

御を受けながら，運用する

ことが可能である。」 

石井
3 

734 

735 

5 AI 概念

/5.1 一般 
 te AI の特徴としての「適用性」の説明が分かり難

い。 
「・・ように設計されており，新しいデータに基
づいて，運用を更新するために再訓練する。」 

とあるが、 

「・・ように設計されており，新しいデータに基
づいて再訓練し，運用を更新できる。」 

とした方が特徴の説明として分かり易いのではな
いか？ 

文全体を見直し、次のよう

に修正します。 

「AI システムの中には，リ
アルタイムで動的なデータ
を活用し，新しいデータに
基づいて運用を更新する再
訓練を行うように設計され
ているものがある。」 

伊藤
8 

735 5.1 本文 ed 「運用を更新」という表記があるが、全体的には

「アップデート」と表記していることが多いよう

である。特に「モデルをアップデート」はよく使

われているが、5.11.9.2 の 981 行の段落ではモデ

ルにも「更新」という言葉を使っている。混乱す

るため統一すべきではないか。 

文書全体として"update"の訳語を「アップデー

ト」または「更新」に統一する。 
update の訳語は「アップデ

ート」に統一します。 

伊藤
9 

1015 5.12.1.1 段落 ed ニューラルネットワークを NN と表記することも

あって、表記が混在していて読みにくい。特にア

ーキテクチャと共に、「ニューラルネットワーク

のアーキテクチャ」と「ニューラルネットワーク 

箇条タイトルも含め、「NN アーキテクチャ」を

「ニューラルネットワークアーキテクチャ」また

は「ニューラルネットワーク(NN)アーキテクチ

ャ」に変更する。 

「NN アーキテクチャ」は

「ニューラルネットワーク

（NN）アーキテクチャ」

に修正します。 
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アーキテクチャ」と「NN アーキテクチャ」の混

在はさらに読みにくい(別物かのような誤解を与

える)のではないか。 

以上 
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渡邊
1 

1432  表 D.1 ed 「影響要因」の「要」が枠からはみ出ている。 適切に改行する等ではみ出ないよう調整する。 修正いたします。 

以上 


